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この数年来,私 は日本の産育習俗 について研究 を積み重ねてきた。子授 け

か ら帯祝 い,出 産祝い,三 日祝い,お 七夜,お 宮参 り,お 食 い初め,初 節句,

誕生祝 い,七 五三等様々な習俗儀式が厳かに行われている。そして,上 述の

儀式の中で期 日の選択,服 装の様式,食 品の種類 などには,す べて特定の決

まりがある。歴史の進展,社 会の発展にともなって,人 々,特 に大都市の人々

の民俗意識が 日に日に淡白にな り,旧 い習俗が変わ りつつある今 日,こ れら

の祝事 は経済が高度に発達 した日本 において どうして これほどよく保存 され

ているのだろうか。言い換 えれば,こ のように定式化,規 約化 されてはいる

ものの,未 成文の決 まりが,ど うして伝承 されているのだろうか。おそら く,

日本人 はこれ らの風俗習慣 を日本の伝統文化の要素 として大切にしているほ

か,こ うした人生の儀礼 を国民が伝統文化の薫陶を受け入れ る重要な機会 と

見 なし,文 化的な心理や生活の方式 を広 く伝播 し,長 く伝承 させてい く手段

としているのだろう。そしてその功績 は,よ り濃厚な民族意識 をかき立て,

人間関係 を強 くすることにあるのは確かだ。

中国の大都市では習俗 の変貌が激 しい。例 えば,北 京地区の産育習俗 には

かつて,子 授け,分 娩 を促進 させる「催生」,「三 日湯洗三」(生 まれて三日目

に産湯を使わせ る儀式),十 二 日目の祝 い,満1か 月の祝 い,百 日祝い,満1

歳の誕生祝いなど多 くの祝事があったが,現 在では伝統的な仕方が殆 ど棄 て

去 られ,一 般にはわずかに満1か 月や満1歳 の誕生 日を祝 うだけで,儀 式 も
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日に日に簡略化するようになってきた。但 し,農 村部では古い習俗がかな り

よく保存 されている。

本論文においては主 に中国の子授 けの習俗 を論述 し,あ わせて日本の子授

けの習俗 と比較 を進めるかたわ ら,同 じアジア文化圏に属する中日両国の歴

史的な淵源や交流関係 を探求 してみたい。同時に,中 国の人 口増加 は依然 と

して厳 しい情勢にあ り,人 口問題の専門家達が 「中国は全力をあげて高出産

率 一一低文化水準一 低 生産性から低出産率 高文化水準 高生産性へ

の転換 をはかるべ きだ」 と声 を大に して叫んでいる今 日,旧 来の出産 と密接

な関係 を持つ子授 けの習俗 について整理 を行 うことで,文 化 と人 口の関係 を

探求するための参考になればと考 える。

『史記』孔子世家 にある 「紘 と顔氏の女……尼丘 に薦 って,孔 子を得る」と

い う記載 は子授 けを願 う古い習俗 のよい例証 と言 えよう。 この習俗の起源 を

遡ってみれば,古 代の人々の生活における血縁による連帯 と家族に対する依

存 とは不可分だ と思われる。子を得ることこそ古代の人々が永遠の生命 に対

する渇望 を満足できる道 と見 られ,そ れは明 らかに家族 と氏族の繁栄にかか

わ り,後 にさらに財産の相続や老人の面倒をみることにもかかわるようにな

った。そこで,子 授 け願望 は昔か ら一種 の普遍的な社会心理 となった。多産

しゆうし

の蟷のように子孫が繁栄するという 『詩経』周南の轟斯の祝詞に見 られ る古

代の社会心理 と出産観念 は,後 に興 った儒家文化に継承され,発 展 してきた。

中国の歴史 を長期 に渡 って思想面で支配 してきた儒家文化は,そ の最大の

特徴を倫理中心主義においている。儒教の文化的構造 は集団を基礎 とし,家

庭 を中心 とす る点 において,個 人 を基礎 とする欧米文化 と異なる。 この伝統

文化が人 口の変動 に与 えた影響の主要な ものは,多 産の奨励,男 尊女卑,農

民の土地への相対的な定着化であ り,こ れによって自給 自足 による閉鎖的な

状況が導かれた。「不孝 には三つあるが,後 継 のないことが大 とされ る」とい

う封建的な倫理観念は,長 く女性に対する重圧であった。子 どものない こと
1}

が 「七 出」(か つ て夫 が 妻 を離 縁 して もよい とした七 つの理 由)の 第 一 条 に あ
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った ことか らも,人 々の子授 けを願 う気持ちが如何に切なる物であったかが

分かる。太古か らの原始信仰及び中国の歴史の流れの中で生 まれた儒教文化,

仏教文化,道 家文化 は,す べて子授 けの習俗 に支配的,或 いは重大 な影響 を

与 え,子 授 けの習俗に時代性 と多様性 を付加 してきた。 まとめてみれば,大

体以下のような類型 に分 けられる。

(一)性 崇 拝 型

1.子 授 けの陰性崇拝(女 性生殖器崇拝 と妊娠祈願)

「民 はその母 を知 るが,そ の父 を知 らず」のような母系氏族社会の時期にお

いて,婦 人は単 に社会 を維持する核心であるだけでな く,生 産領域の主体 で

もあった。彼女たちの従事する生産 には二つの意義がある。 その一つは生活

物資の生産で,も う一つは人類 自身の生産,つ まり種の繁栄である。人々は

単純な思考により,出 産 は母体単一の働 きと表面的,直 観的に考 えたので,

母体の陰性 を崇拝 し,そ れを神秘化 した上で,石 の洞,素 焼 きの鉢,谷 間な

どのような空間的収容性のある物体或いは窪んだ物すべてを崇拝の対象 とし

ていた。 こうした習俗が今 まで残されてきた地区がある。例 えば,内 蒙古地

区では,子 授 けを願 う婦人 は山の洞を通 り抜けなけれ ばな らない。湖南省常

寧県東橋郷 にも,岩 壁の下に一つの窪んだ洞があ り,子 授 けの洞 とされてい

る。子 どものない婦人 は数十里の遠 くからやって来て,そ こで線香 を点 し,

紙銭 を燃や し,一 本の竹竿を洞の中へ挿 し入れて上 げ下げ し,最 後 に井戸の

水 を飲んで,子 授 けを願 う。雲南省の剣川石窟の第8窟 には,蓮 華座の上 に
ア イ ンバ イ ペ 　

女性の生殖器の形 をした 「阿映白」が彫 られている。 白族の女性 は今で もこ

こに来て子授 けを祈願する。江蘇省の興化県では,か めの中へ点 した線香 を

投げて子授 けを願 う。 この方法 も陰性崇拝か ら派生 して きた ものである。
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2.子 授 けの陽性崇拝(男 性生殖器崇拝 と妊娠祈願)

生産力の発展や私有財産の増加 に従 って,男 性 は次第 に生産の主体 となっ

た。その社会における地位や種族繁栄上での不可欠な役割が社会 に認識 され,

承認 されるようになると,母 系氏族社会の女陰崇拝 も父系の象徴 とされる男

根崇拝 に取 って代わ られ,陽 性崇拝の子授 けの習俗 も発生 した。山の峰,石

柱,鉄 の錨,扉 の釘 など錘状或いは尖って堅いものは,常 にその象徴 として
ヤオ

崇拝 された。例 えば湘西の江永県に住 む培族の祖先の居住地であった千家胴

には,「 石童子」とい う石洞があ り,洞 の入口に一本の高 さ30メ ー トルほどの

石柱がある。 この石柱 は妊娠祈願者の群がって くる目標 となった。同治年間

の 『上江両県志』の巻五 にも,鍾 山書院の後にある御賜堂の表門の外に 「二

本の鉄の錨がある……婦人達 は中秋 にこれを撫でると子供が授かる。俗 にこ

れを 『摸秋』 という」 という記載がある。 これは 『帝京歳時紀勝』に記載 さ

れた北京の婦人が正陽門(前 門)の 真中の扉 に突出 した円い釘 を撫でるの と

同 じ信念に基づいたもの と思われる。巫師の手 に持つ神権杖 も男根崇拝の一

種 と考える者 もいる。

3.陰 陽の結合による子授 け

太古の人々が父母両方の出産における役わ りを認識すると,男 女の性交 を
ミヤオ

模倣 して子授 けを願 う習俗が現れた。湖南省西部の苗 族では灘神 に願掛 けを

する最後の儀礼が子授 けを願 う内容 となっている。シャーマンは象徴的な意

味 を持つ木槌で陶器の鉢 をポカポカたたきなが ら歌 う。歌詞は赤裸々な性交

を内容 とし,露 骨 に歌 うほど,妊 娠祈願がかなえられ るという。
トン

さらに湖西の通道県の個族 はs天 災に遭 い,人 口が減少するたびに,必 ず

縁 日を定めて,子 授 けの願掛 けをする。二人が伝説中の個族の祖先姜郎 と姜

娃に扮装する。姜郎は仮面 を被 り,手 に木の棒 を持 ち,赤 や緑の布 を着せ ら

れた雌の豚の尻を突 き刺 した りす る。縁 日に来た人たちも木の棒 を持 って一

緒 に豚の尻 を突 き刺 しなが ら,ド ラや太鼓 を敲 き,性 交 を内容 とした妊娠祈
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願 の歌 を歌ってはしゃぐ。

また,一 部分の地区で行われる,子 どものない婦人に水 をかけるという子

授 け祈願の習俗 も男女性交の模倣形式であるとする学者 もいる。

日本 にも上述の習俗 に類似するものがある。例 えば,『日本産育習俗資料集

成』には,神 奈川県の人々が神社の巨石 を抱いて子授 けを願 う習俗が記載 さ

れている。川崎市の老人 を調査 した ときにも同一の習俗 を聞いた。 これは中

国の性崇拝による子授 け祈願の習俗 に似 ている。巨石は性の象徴 として生命

の宿るもの と認識 されてきた。大昔,中 国の二つの部族が婚姻 を結ぶ祭壇の

上 には,土 で積み上 げた高い塚があった り,「あるいは神石を設け石祖 と称 し

た。ある人 はそれが男性生殖器を象徴するもの と考 え,ま た女性の乳房 を象

徴するもの と考 える人 もいるが,社 壇が最初に生殖の神 を祭祀 した場所であ

2)

った ことは断定できる」 とい う論述 もある。

人類の自己の繁栄に対する認識の歩みはゆっ くりとしたものだったので,

これらの習俗 は当時の人々の認識能力 に制限された ものだったが,人 類が後

代 を繁栄 させることを重視 したことは確かだ。 これは現代人が 「オギャー」

という朗 らかな泣 き声 に伴 って,一 つの真新 しい生命の誕生 を宣告され るの

を聞いた時に,心 の底か ら涌いて くる興奮につながって くる。

(二)原 始 信 仰 型

根深い原始信仰 は,か な り長期に渡って人々の意識,心 理 を支配 してきた。

原始信仰の篤信者の観念の基礎 には霊魂不滅,万 物有霊の観念があ り,天 地,

太陽,月,山 や石,水 や草,植 物,動 物,祖 先をすべて霊のある生命体 と見

な し,神 霊 として拝んだ。

1.天 体崇拝 による子授 け祈願

天を畏敬する先祖が,天 体の神秘 を不可解な もの と見,こ れを崇拝 した こ
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とか らも,い くらかの子授 け祈願の習俗が現れてきた。特に輝 きが柔和で満

ちた り欠けた りする月は,女 性 の特色が賦与 され,女 性の守護神 と称 された。
3}

月の光 は 「死 んで も,さ らに生 き返 る」力 を有すると言われる。8月15日 の

中秋 の節句に,婦 人は月 を拝む習俗があ り,あ る地方では月の下で集 って月

の影を追いかける遊びがある。 その中に,妊 娠祈願が潜在的に含 まれている。

中国の民間では,「 天上にある星の数ほど,地 上 に人間がいる」という。夏

の夜に,空 いっぱいの星 に向かって,年 寄 りはよく子 どもたちに 「地上に一

人の子供が生 まれると,天 上の星が一つ増える。地上で一人が死ぬ と,天 上

に一つの星が消える」 と語 る。牛郎(牽 牛星)と 織女が毎年子 どもを携 えて

鵠の橋で会 う7月7日 に,人 々は星 を拝んで祭 る。子 どもの欲 しい婦人は「九

子星」を拝んで子授けを願 う。

2.動 物崇拝 による子授け祈願

中国の多 くの民族 には,麟 麟が子 どもを乗せてやって くると信 じられてき

た。麟麟 は古代の伝説の中で瑞祥を象徴す る動物であ り,想 像上の動物であ

る。

また,毎 年正月15日 に,人 々が竜の形 をした長い張 り子の提灯 を持 って街

を練 り歩 く習俗がある。長年にわた り子 どものない者 は,竜 の提灯が自分の

家の前につ くと,お 礼 を贈 って,竜 を自分の体 に巻きつけて もらう。 さらに

縮めた竜の胴体に男の子一人 を乗せ,家 の前 を一周 してもらう。 こうすれば,

九つの子 を生む竜が彼女たちを妊娠 させることがで きると信 じられている。

これ は竜 に妊娠 を祈願する習俗である。

福建省南部,台 湾などの地方では,婚 礼の時に,「 翻竜娃」(竜 の子 をころ

がす)と い う習俗がある。すなわち,花 婿 と花嫁 は新婚夫婦の寝室 に入 ると,

事前 に選 んだ聡明活発な男の子(辰 年か巳年生 まれが最 もよい,蛇 は俗 に小

竜 とい う)を 新 しいベ ッドにころころと転がせなが ら,「転がって,転 が っ

て,来 年に男の子が生 まれる」 というような歌 を歌 う。そして花嫁 は竜の子
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4)

をちょっと抱いてか ら,花 婿 に渡す。花婿はお礼の包みを竜の子の手に押 し

込 んでやる。 このような婚礼中に行われる子授 け祈願 も,竜 に妊娠祈願 をす

る一形式 といえる。

その実,竜 は蛇の トーテムを基礎 に,ま た他の トーテムを変形 させて加 え,

最後 に形成 された総合的な虚構の動物である。蛇 は世界の多 くの民族で陽性

を象徴する動物の一つ とされ,夏 民族の祖先大萬の 「萬」 という字の本義が

強い生命力 を持つ蛇であるという説 もある。ある学者の考証 によると,竜 は
5)

魚の変異で もあるという。

魚の繁殖力 と多産が古人 に注目されて以来,最 も早 く子授 けの習俗 に関わ

る崇拝の対象 となったのは魚であった。中国の魚文化は一千万年 を経て,あ

まね く天下に伝わった。そして生殖信仰の象徴 として,魚 文化は社会集団生

活 において 「教化」の働 きをした。新石器時代 にすでに始 まった魚鳥紋,双

魚図 と連体魚な どは生殖信仰 の証 と見 ることができる。今か ら7000～6500年

前の中国の母系氏族社会時期 に属する西安の半披,臨 滝の姜塞 などの仰詔文

化遺跡から出土 した彩陶には,す べて魚紋あるいは変形の魚紋が描かれてい

る。 これ らの彩陶には,図 案化,線 状化された各種の変形体の魚以外,さ ら

に 「人間を魚に寓す」ような人面魚紋がある。「甘粛の武山の仰詔遺跡で発掘

された一つの陶瓶の上に,我 々 は人面魚身の図形の出現を見いだした」 とい
s)

う報告があるが,こ れは,単 純な動物の祖先崇拝 を氏族の旗印にす るために,

すでに原始的な表現を抜け出 して,魚 を人格化 させた ことを現わ している。

またその一方,魚 の ト.___テム崇拝が,か つて広 く太古の民族の中に存在 して

いたことも説明できる。

夏文化に関する報告では 「二里頭遺跡の一つの灰の穴か ら長方形に近 い骨

片が一つ出土 した。骨片の一端 はやや狭 く,長 さ9,8cm,広 さ7.1cm,骨 片の

つやのある面の中ほどに一尾の魚が刻 まれている。骨片の片側が後 に磨かれ

の

たので,魚 の頭がすでに擦 り消 された」 と記述 されている。 これも夏民族が

魚神 を崇拝 した習俗の有力な証拠である。子 を授 け,吉 祥 を現 し,豊 作の兆
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しとされ,災 禍を逐 う魚は,も はや中国の民間で もっとも見なれた瑞祥の飾

りになっている。民間では,今 日で も 「魚戯」(魚 芝居)が 演 じられ,「 魚の

趣」といった行事がある。例 えば正月18日 に,広 西の苗族は 「閑魚節」(魚 で

賑わ う)と いう節句 を祝 う。正月13日 から23日 まで,陳 西の三原県には魚が

竜に変わ る内容 を上演する縁 日がある。魚を観 る,魚 を呼ぶ,魚 を釣る,魚

を飼 う,魚 を戦わせるな どは民間の娯楽の習俗の重要な内容になってきた。

当然,中 国のほか,古 代エジプ トの西部,ア ジア,ギ リシアなどの民族にも

同様な習俗 と観念があり,直 接魚に子授けを願 う習俗 は伝承 されてかな り久

しい。

北京の人々は婚礼の際,花 嫁の実家から送 ってきた赤いゆで卵 を食べ る。

赤 い色 はめでたい ことを意味 し,妊 娠 は 「有喜」(お めでたになる)と もい

う。卵 を食べることは,鳥 がかつて古人に崇拝 された トーテムであった こと

にかかわっている。『史記』般本紀 には 「般契の母 は簡狭 と日 う……帝馨の次

妃 と為る。三人は浴 を行い,玄 鳥が其の卵 を堕 したのを見た。簡Xは 之を取

って呑んだ。 これに因 り孕んで契 を生んだ」 とい う燕卵 を呑んでの妊娠 にか

かわ る古い記載がある。

日本の千葉県にも,鶏 の初めて生 んだ卵を食べると妊娠で きるという言い

伝 えがある。 これは明 らかに同様 な観念に基づいたものである。 また長野県

にある猫 を飼 うと妊娠できるという伝承 は,今 のところ中国の調査ではまだ

同様の ものは見つかっていない。 しか し,中 国の唯一の子授 けにかかわる男
8)

神,張 仙の像の足下に,二 本の尾のある猫が二匹描かれている。 これはどん

な伝説 によるのか,こ れか ら研究 しなければならない点である。

3.植 物崇拝による子授 け祈願

「花 を植 える気 はあるのに花が咲かない,柳 を挿す気 はないのに柳が茂 って

いる」 という諺がある。中国には,何 もしないで もよく根づいて成長する柳

の木が随所に見 られ,中 国の現代文学の巨匠茅盾はこの木のために有名 な散
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文 『白楊礼賛』を書いた ことがある。 このため満州族の人には楊柳の枝 に子

授 けを願 う風習がある。 しかし,民 間でもっとも多いのは,中 が空か,種 や

実(中 国語で子 とい う)の 多い植物 に対す る崇拝である。例 えば,ひ ょうた

んなどの瓜類,竹,石 榴な どの子房類 の果実,豆 類,聚i,栗,落 花生などの

干 した果物はすべて崇拝 される。 なかんず く,洪 水神話 とかかわるひ ょうた

ん崇拝 にはすで に長い歴史があ り,そ の遺風が今で も見 られ る。中国の南部

及 びイ ンド,東 南アジア,日 本の伝説中の英雄 あるいは始祖が竹,ひ ょうた

ん,か ぼちゃなどの中が空の植物や瓜類か ら誕生 した という内容は,東 南ア
9)

ジアの一種の固有原始文化に属す る。竹に関 しては雲南,貴 州,四 川などの
イ

舞族,個 族,苗 族の子 どものない婦人が山の竹 を祭 って妊娠祈願 をする事例

めん うりこうり

もある。『詩経』大雅の綿にある 「綿々 とつなが り絶 えぬ瓜 腿」 という詩句

は,長 い蔓 にどっさりぶ ら下 っている大小の瓜が出産にかかわっていること

をいきいきと物語っている。瓜 は中が空で実が多 く,蔓 は長 くのびて絶 えな

い ものなので,子 孫の長 く栄 えてい く喩 えとして,植 物崇拝の気持ちやロマ

ンチ ックな子授 け祈願が託 されたこの詩句 は何 と素晴 らしいものであろう。

瓜 と子授 けの関係 に基づいて,瓜 を食べて子授 けを願 うのは当た り前のこ

とだが,ど んな瓜 を,ど んな時に食べればよいかは,地 方によって異なって

いる。

安徽省の蕪湖では,め ったにない「真清明」(清 明の日がち ょうど旧暦の3

月3日 にか さなる)の 日に,子 どものない夫婦が煮 えたかぼちゃを同時 に箸

を上げて食べ る習俗があ り,な るべ く全部食べてしまう。 これ は霊験 あらた

かな方法だ と言われ る。

江西省では,中 秋の日に瓜 を食べて子授 けを願 う。

中国の南方には,さ らに瓜を盗んだ り,瓜 を送 った りす る習俗がある。そ

の具体的なや り方 と時間はまちまちである。

安徽省の揚子江沿岸地方では,中 秋の夜に,行 列 を組んだ子供たちが畑か

らかぼちゃをとって くる。それに嬰児の顔 を描 き新婚の家 に送る。そのかぼ
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ちゃを受 け取 ると,よ く男の子 を生むと俗 に伝えられる。かぼちゃを受 け取

る家 は喜んで出迎 え,月 餅や果物でお返 しをす る。かぼちゃを送 る行列 は気

勢 をあげるために,大 勢で松明 を持ち,ド ラや太鼓 を敲 きながら進んでい く。

気勢があがればあがるほど,迎 える家は喜ぶ。

江蘇省北部の准安 などの地方の瓜 を送 る日は旧暦正月15日 の元宵節以後,

2月2日 の竜拾頭節以前 と定められている。送 る対象は子 どものない年配の

人,あ るいは結婚 してか ら長 くたって も子 どものない者である。

貴州にも,中 秋節 に瓜 を盗む と子 どもが授かるとい う習俗がある。人々は

盗んできた冬瓜に彩色で顔 を描 き,そ の上に着物 を着せ,人 間の姿にする。

瓜 を送 るときには,選 ばれた年配で福運のある者が瓜を抱 き,ド ラや花火に

伴われて,結 婚後数年たって も子 どもに恵 まれない家に送ってゆ く。瓜を受

ける家 は盛大な宴席で接待する。その夜は,ベ ッドに置かれた瓜 と一緒に寝,

翌 口の朝,瓜 を煮て食べると,妊 娠がで きる と考 えられている。

日本 にも,上 述の習俗 に類似す るものがある。例 えば,千 葉県では多産の

家か らサツマイモを盗んで食べればよい といわれている。群馬県では,三 代

の夫婦がすべて健在な三軒の家から,三 つのサツマイモをもらって食べると

子 どもが得 られるという習俗がある。 これ らの発想 はサツマイモのような草

本植物の多産性 とかかわっていると思われ る。 この俗信の中に 「三」 とい う

数字が繰 り返 して現れたのはどういうわけか。中国では 「三」が陽性の数 と

されるが,日 本で も類似の考 えから男の子 を望む心理の現れであろう。

婚礼における子授 けの習俗の中でもっとも盛んに行われてきたのは「撒帳」

である。 この習俗はすでに千年に近い歴史 を持 っている。『東京夢華録』婆婦

には,「男女……床に就 く。女は左に向かい,男 は右 に向かって坐る。婦女は

金銭練菓 をちらし投げる。 これを 『撒帳』 という」 とある。明清の長編小説
とこ

や風土記にも 「撒帳」が描かれている。新婚夫婦が床 に坐って交杯酒(固 め

の杯 をかわす)を 飲む と,福 寿のそろった長者が床側の高いところに立って,
とこ

果物鉢 か ら干 した果物 を投 げ散 らしなが ら,「散 ら し もの を床 の 中央 まで投 げ
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て,明 日に状元郎 を生む」 というようなめでたい言葉 を大声で唱える。地方

の南北 を問わず,す べて落花生,棄,蕩 枝,桂 圓,蓮 の実な どの干 した果物

を用いる。 これ らの干 した果物 には同音(花 生=代 わ る代わる生む,男 の子

を生み,女 の子 をも生む。裏:早 く子 を生む。蓮の実:子 を続 けて生 む。栗:

子が立つ。桂圓:貴 い子を得 る……)の めでたい意味があるほか,こ ういう

ものには種が多い,あ るいは実が多い という性質 をも考え合わせてお り,こ

れ は二重の要因に基づいた もの と言 うべ きである。

上述の果物の中で,特 に裏が大切 にされ ることもある。『東京夢華録』育子

には,「 満月に至 る と……大いに洗児会 を展開する。親類賓客が盛んに集 ま

り,香 のある湯の煮 えている盆の中に,菓 子(干 した果物),練 銭(彩 色の線

で飾 った銭),葱,蒜 などを下 ろしてお く(盆 の中に投げる)。 ……婦人たち

は盆の中で直立 している喪 を争って取 って食べる。男の子を生む徴 と思われ

る」 とある。「喪」 と 「直立」を合わせて見れば,や は り 「早立子」という意

味になる。

このほか,石 榴 も子授 けにかかわって,め でたい もの と思われる。民間年

画の 「榴開百子図」 はその___.例である。成熟 した石榴の皮の大 きな裂 け目に

赤い種がた くさん現れている様子が描かれているが}新 年 を祝 う絵 としてT

「多産」 を祈 る意味 は言わな くて も明 らかである。

これ らの ことは,孔 子以前の時代の 「綿々 とつなが り絶 えぬ瓜腿」から今

日まで,伝 承文化が時代 の波に没せ られないまま伝わってきた ことをいきい

きと語 っている。

(三)宗 教 崇 拝 型

なら

中国の宗教信仰 は 「天 を敬い,祖 に法 う」を主な特徴 とし,特 に天神崇拝,

祖先崇拝 と聖賢崇拝 を主体 とする。儒仏道の三家は闘争 しあいなが らも,滲

透,吸 収 し合ってきて,儒 を主 とし,仏,道 を輔 とする中国伝統文化の基本
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的な構造 を形成 して きた。 このような背景において,中 国の歴史上,宗 法性

の伝統宗教 は往々にして政治,倫 理 と一体 とな り,厳 格に区別 しがたい もの

となっている。

従って,各 民族,各 地区に伝わ ってきた出産 を司る神 も異なる要素の影響

を受け,全 部が全部同様ではない。以下 に,出 産 を司る主な神を挙 げてみる。

1.子 授け観音

仏教文化が中国歴史上で果た した役わ りは二重的なものであった。仏教は

「因果応報,臨 回転生」などを講 じて,消 極的な働 きをしてきたが,「 愛人如

己,種 姓(出 身)平 等」などをも提唱 したので,積 極的な働 きをもしてきた。

観音 は中国の仏教の四大菩薩の一つで,阿 弥陀仏の左脇持,「 西方三聖」の一

つである。仏教 は観音 を大慈大悲で,人 間の声 を聞けばその苦 しみを救 う,

荘厳な母性の女神 として奉 じてきた。 このような観念 は元代以前巳に形成 さ

れていた。明代以後,仏 教の四大名山の一つ となった普陀山はsも っぱら慈

悲の化身である観音菩薩を祀 る場所である。

江南か ら福建,広 東,台 湾 まで,多 くの人び と,特 に婦人たちは子授 け観

音 を信奉 してきた。以前,各 地の観音禅寺,観 音楼,観 音庵の参詣者 は多 く

が婦人であった。江蘇,漸 江あた りでは,旧 暦の2月19日 を観音の誕生 日と

し,こ の日に子授 けを願 うと,最 も霊験があるといわれて きた。婦人たちは

よく観音庵に押 し寄せ,線 香 を点 して祈濤 し,観 音 に長明灯の油を献納 した

り,長 い幡 を供 えた りして,家 の平安や子授 けを願 う。安徽の江潅地 区では,

旧暦の6月19日 を 「観音 に願 う」日とする。婦人たちは観音庵 に集 まり,線

香 を点 し,ロ ウソクを点 け,財 物 を喜捨 して,観 音に富を祈 り,子 授 けを願

う。ある地区では,子 どもを欲 しい婦人が観音寺 に行って,祭 壇上の蓮の灯

あるいは仏座の下 に置かれてある観音の刺繍の靴 を盗むことがある。 日本の

千葉県では,子 授 け観音の寺か ら茶の道具を盗んで くれば,必 ず子宝 を得 る

という信仰がある。長野県で も観音に子授けを願 う信仰や習俗があ り,こ れ
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ら中日の観音信仰は完全に共通性 をもっている。 この共通性 は元々観音信仰

の伝播 に基づいた ものである。

『扶桑略記』の記載によれば,梁 武帝の普通3年(522年)に,中 国の江南

か ら日本に渡った漢族の居士司馬達 らは初めて日本に仏教 を伝 えた。それ よ

り30年 の後に,木 彫の観音像が初 めて朝鮮南部の百済国か ら日本 にもた らさ

れた。唐代 に,日 本に渡った観音菩薩 はさらに多 くなった。天宝13年(日 本

の天平勝宝6年)に 高僧鑑真は揚州から千手観音一体 を日本にもたらした。

この観音像 は平城京(今 の奈良)の 唐招提寺内に祀 られ,広 く崇拝 されるよ

うになった。その後,観 音の祭 りの日になるたびにy大 勢の日本の漁民及び

参詣者 は礼拝のために中国の普陀山まで行 くようになった。 日本の那智山 も

普陀山 と同様 に,最 大の観音菩薩の供養地 となった。観音の信仰 は次第 にベ

トナム,ミ ャンマー,シ ンガポール,マ レ0シ アなどの東南アジア諸国に伝

わ り,ア メ リカまで影響 を及ぼした。それぞれ地区の子授 けを願 う習俗 に関

しては,今 後の研究 に期 したい。

2.碧 霞元君 と子孫娘 々(子 授 けの女神達)

碧霞元君 は黄河流域の最 も権威 のある女神で,「 娘々」と称 され,一 般に東

岳大帝の娘であると考 えられ,宋 代に天仙玉女碧霞元君 として封ぜ られ るよ

うになった。 この女神の本山は泰山である。明代の泰山では,毎 年祭 りの 日

が来 るたびに,廟 の線香代 はたい した収入であった。そのうえ子授 けがかな

い願 ほどきをする信者が,金 銀で作 った 「子 どもの人形」 をしばしば廟 に献

納 した りした。但 し,北 方各地の人々か ら,碧 霞元君 と子孫娘々 とは,よ く

チ チ ハ

混 同される。人々の移動にしたがって,こ の想像中の女神 も黒竜江の斉斉吟
ル

ホ など東北地方まで伝わっていった。碧霞元君は道教の要素が子授 けの習俗

に入った現れである。
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3.床 公床母(ベ ッ ドの夫婦の神)

唐宋以来,宮 廷でも民間で も,す べて 「床公床母」 とい う寝室 を守護する

神 を信 じてきた。新婚夫婦が寝室 に入 った ときはもとより,子 授 けを願 った

り,子 どもが生 まれた り,子 どもが病気になった りした場合や年末に,必 ず

寝室で この神 を祀 って礼拝する。伝説によれば,『 床公床母』は百人の息子 を

持 っていた周文王夫婦であるという。

4.鬼 子母神

鬼子母神は仏教の 「諸天」の一つで,本 名 は 「詞利帝」,「歓喜」 と訳す。

「大唐西域記」(唐 玄奨著)に は,鬼 子母 に対 して 「祭 りを以て嗣を求める」

とある。 この習俗 はイ ンドか ら伝来 し,「 九子母神」 と称 されることもある。
ピ ン

ある地 区では,こ の神 に薄い餅 を供 えて子授 けを願 えば,よ く霊験があると

言われる。南北朝及び唐宋の仏教の信者 はよく神像 を作 った り,写 経 した り

して願 ほどきをし,福 を祈ったが,そ の頃作 られた神像の中に鬼子母があっ

た ことから,そ の広 く伝わった ことが分かる。北宋時代 に,九 子母祠は多 く

あったが,宋 代以後次第 に少な くなった。

日本において,伝 説 によれば,鬼 子母 はもともと常に他人の子 どもを奪い

取 る悪神だったが,仏 教 に帰依 してか ら,児 童の守護神 となった という。多

くの地区では,鬼 子母 を子授け,安 産,と くに子 どもを順調に成長 させ る守

護神であると考 えてきた。 日蓮宗はこの神 を非常 に崇拝 し,東 京の豊島区雑

司 ヶ谷に 「鬼子母」 と命名 された,専 ら鬼子母神 を祀 る寺院がある。人々は

よくこの寺院で願かけをする。私 は神奈川県海老名市の妙常寺で調査 した こ

とがあるが,本 良信典和尚の紹介 によれば,こ の寺 は1469年 に建て られ,木

製,彩 色,慈 善の姿の二体の鬼子母神 を今 までずっと祀ってきた。 また紀元

538年 に仏教が 日本に伝わってか ら,ま もな く鬼子母神 もついてきたらしいと

も語 った。さらに,神 奈川県綾瀬市の大法寺にも,一 体の高 さ約30セ ンチの

鬼子母神がある。 この寺の高野教充和尚の話では,こ の神像 は彼が十数年前
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に買った ものである。 この二つの寺はいずれ も日蓮宗 に属するが,本 良和 尚

の話では他の宗派の寺に も,た いてい鬼子母神が祀 られているとい う。但 し,

その姿はまちまちで,青 い顔 とむきだ した牙をもった,恐 ろしげな悪鬼 もあ

れば,上 述の三体の神像のように早 くに善神の姿になったもの もあるとい う。

5.子 授けの張仙

前述のように,張 仙 は唯一の出産 を司る男神である。彼 は文昌星であると

も言われる。張仙の祭祀 は四川 に起 こり,宋 代以後次第 に全国に伝わった。

南方 も北方 も祭祀には大差がな く,一 般 に画像 を祀 り,木 彫や泥で作 った神

像 は少ない。北方の人は多 く屋内で祀 る。画像 に描かれた張仙は,嬰 児 を害

する天の犬 に向けて,弓 を執って射 ようとする姿である。彼の身の まわ りに

は常に五人の男の子が描かれていて,子 どもを送 って くることを意味する。

6.金 花娘々(女 神 さま)

金花娘々は金花夫人 とも称 され,華 南の各省で信奉 されてきた。広東 には

金花廟が至る所で見 られ,毎 年金花会が催 される。旧暦4月17日 はこの女神

の誕生 日で,こ の 日に祭 りを行 うと,子 どもが授かる,あ るいは男の子が多

く授かるという。

中国は広大な国であり,各 地区で各民族の信奉 してきた出産の神は多種多

様 である。例 えば,台 湾 などの地 区では,嬌 祖 に子授 けを願い,壮 族 は彼 ら

の崇拝 している 「花王聖母」 に子授 けを願 う。紙面に制限があって列挙で き

ない。

(四)他 の 類 型

招福逐邪の心理的要素 も,子 授 けの活動 を構成する,も う一つの側面であ

る。招福の方法 として,通 常同音字を利用 し,象 徴,借 用な どの手段 も用い
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る。

これは婚礼 中 にかな り典型 的 に体 現 され る。

例 えば,「 伝 袋 」(「袋 」 と 「代 」 は同音,代 々継 承 す る とい う意 味),新 婦

はか ご を降 りて か ら,地 面 を踏 まず に,赤 い カ ーペ ッ トや 米 の袋 が一 枚 一枚

と敷 かれた道 を歩 く。

「吊模」(「模 」 と 「快 」 は同音 。模 は箸,快 は早 い の意),一 対 の箸 を吊 し

て お く。 早 く子 宝 を得 るこ とを願 う。

「撒帳 」,前 述 の如 く,結 婚 の 日 に使 う干 した果 物 はた いてい子授 け と関係

のあ る発音 のめでたい もの を用い る。 また今 日で も,婚 礼 の時 常 にわ ざ と花

嫁 と花 婿 に半生 の鮫子 を食 べ させ る習俗 が ある。 それか ら,「 生 で はな い か 」

と皆 に聞 く と,皆 が大 声 で 「生 」 と答 え る。 そ うす る と,子 ど もが 生 まれ る

め で た い兆 しが もた らされ る とい う。

「子孫醇々」(お 菓 子)を 食 べ た り,「 子 孫 桶 」を送 っ た りす る習 俗 は,こ う

した 象徴 的 な行 為 を通 して,子 授 け が実 現 す る よ う願 う もの であ る。
lQ)

新婚 夫婦 のた めに,ふ とん を敷 い て あ げ る習 俗 は,一 般 に 「全 福 」 な婦 人

にた の む。 彼女た ちはふ とん を敷 きなが ら,め で た い歌 を歌 う。 例 え ば江 蘇

省 金 湖県で は,ふ とん を敷 く時 に,以 下 の よ うな歌 が歌 わ れ る。

「茂 っている草が青い,刈 り取 った草が黄色 い。新 夫婦のためにふ とんを敷いてあ

げる。両端を高々 と敷いて,中 間 に子孫 の池 を作 る。今年 に子宝を得るように祈
11}

り,将 来 は必ず若 い将元郎 とな るよう祈る。」

結婚後長 く子 どものない者 は産 婦 とズボ ンのベル トを換 える と,子 宝 を得

るめ で た い兆 しが もた らされ る といわれ る。 これ は 日本 の長野 県にある多産

の婦人 か ら借 りて きた帯 を自分 の身 に ま とって子授 けを願 う習俗 と殆 ど同様

で ある。

「楡灯」(灯 を盗 む),「 槍 灯 」(灯 を奪 い 取 る)と い う子 授 け を願 う習 俗 も普

遍 的 な もので ある。例 えば,四 川 省 の東 部 で は,正 月15日 の上 元 節 に管 の下

に吊 され た 灯 篭 が常 に盗 まれ る。 「灯」 は 「丁」(男 の 子)の 発 音 に近 い の で,
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男の子が増 えるという意味である。長 く子 どものない家は,土 地神の誕生 日

と伝 えられる2月2日 に,赤 い提灯のかけてある土地廟の前に行って灯篭 を

奪い取 る。奪い取ったら,子 宝 を得 る兆 しとされる。「灯」と 「登」とは同音

なので,「 灯」は 「五子登科」(五 人の子 どもがそろって科挙試験 に合格する
]2)

こと)を 象徴すると解釈す る人 もいる。

北京 などの地区で流行 してきた 「栓娃娃」(人 形をつな ぐ)と は,彩 色の紐

で神廟 にある泥人形をつないで盗む習俗である。盗 んで きた泥人形 を寝室に

置 きa名 前をつけ,毎 日菓子などを食べさせ るようにすると,子 宝が得 られ

るといわれる。 日本の長野県にある紙人形 を抱いて寝て子授 けを願 うという

習俗 と似かよっている。
とばり

中国では,婚 礼中に使われ る衣服の生地,ふ とんの表,帳 の上部 にある模

様や木の器,磁 器 にある模様 はすべてめでたい図案 にしなければならない。

「文王百子図」な どはその一例である。

もし女の子 ばか りで,男 の子が生 まれない と,中 国では常に女の子に招弟

(弟を招 く),領 弟(弟 をつれて くる),眼 弟(弟 がついて くる),喚 弟(弟 を

呼んで くる),来 子(子 が くる)な どの名前 をつけることによ り,男 の子が授

けられるように願 う。文化大革命中,私 は長城付近の延慶県の農村の中学校

で教 えた ことがある。百人にも足 らない女子生徒の中に,上 述のような名前

をつけられた者 は少な くとも十人近 くいた。悲 しむべきことには,彼 女たち

が父母のために本当に弟をつれて きたことは少なかったのである。 日本の群

馬県にも,女 の子 にアグ リと名づけた り,男 の子の着物 を着せた りす ると男

の子が生 まれるとい う考えがある。 これ らの習俗 はすべて一種の招福の心理

に基づいた ものである。

邪気 を追い払い,子 授 け祈願 をも留める習俗は主に祓襖(身 のけがれを清

めて災いを払 うこと)の 活動で表現される。古代,毎 年の3月3日 の 「上巳

節」に,婦 人たちは河で浴する祓瑛の活動 を行い,清 水で身につきまとった

不吉な悪魔や妊娠できない災いを洗い落 とした。 この活動 は巫術や原始信仰
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の遺風 のような,度 誠,鄭 重かつ神秘的な雰囲気 を体現せず,水 の中で遊び

たわむれる娯楽的な要素を もっていたが,魚 神 に対する崇拝 をも微かに含ん

でいて,魚 神が彼女たちを水の中の魚 と見なして子宝 を賜 ることを願 った。

日本の神奈川県にある,温 泉浴 をすれば子 を得 られるとい う信仰 はこの祓襖

と似ていると思われる。

祓襖 と同一の認識に基づいてi婦 人の不妊 は邪が身につきまとったせいだ

という考え方は,中 国の一部の地区では依然 として存在 し,か なり野蛮残酷

なや り方さえある。江蘇省泰興県の一部の地区で行 なわれる 「棍棒で殴って

子授けを願 う」習俗はその一例である。毎年の正月15日 の朝,結 婚後二年た

っても子 どものない嫁 は,大 勢の人 に家か らひっぱり出され,棍 棒で追われ

なが ら体 中を殴 られる。その嫁の夫が出てきて皆 にタバコや飴 などを配 ると,

大勢の人はやっ と離れてい く。そして,翌 年になって もやは り子 どもがない

なら,そ の嫁は前年の倍以上 も痛めつけられる。人々は愚昧にもこうすれば

邪 を追い払って子授 けができると思 うのである。

日本の富山県には,一 種の魔 よけの札がある。それを常に身につけておけ

ば,子 授けがかなうと思われている。 これ も邪悪 なものが身にっきまとわな

いように,邪 を追い払い吉 を求めるためである。

この魔 よけの札の形状は以下のようである。

1

日o日o日

日 日 日攣
曇

禦
日本 の千葉県などには,胎 盤 を跨いで子授 けを願 う習俗がある。 そう信 じ

るよりどころは何 にあるのか,ま だわからないが,類 似の中国の例 を挙 げて
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みよう。中国の江南地区では,産 婦が子 を生んだ後 に胎盤 を踏んで もらう習

俗がある。すなわち,嬰 児の胎盤 を瓦のかめに入れて密封 しs夜 更 けに辻の

入 り口に埋 めてお く。人々 は,胎 盤が大勢の人 に踏 まれ ると,生 まれた命が

卑 しいもので,今 後災害や病気 にあ うことな く成長 できると信 じているので

ある。

以上,中 国のさまざまな子授 けの習俗 についておおまかな分析 と分類 を行

ない,あ わせて日本の子授 けの習俗 と対比 してみた。 この中か ら言 えること

は,そ れぞれの子授 けを願 う習俗の形成は,み な非常に複雑な過程 を経てき

てお り,そ れらの習俗 は宗教信仰,経 済方式,社 会形態,民 族心理,文 化,

価値観など多 くの要素 をとけ込 ませてきた ということだ。

そして,こ れ らの要素 は往々にして互いに浸透 しあい,派 生 しあいつつ変

化 してきたので,0つ の習俗の中に他の習俗の要素 ももちあわせるとい う具

合 に,習 俗 と習俗 との間に関連がで きてきている。それゆえ,一 部 には簡単
ポジ

に一つの類型に帰することが難しくなった習俗さえある。例えば,中 国の赫
エン13)

哲族には巫師に太鼓 を敲いてもらい子授 けを願 う習俗があるが,こ れ をどの

類型 に帰すればよいか,ま だ判断がつかない。 しか し,こ れか らも調査研究

を続 け,特 に子授 け祈願やその他出産 に関わる習俗がさまざまな時代 に異な

る形態 をとって出現 してきたことに目をむけ,こ れを研究す ることにより,

伝統的な観点やその変化 を把握 し,こ れによって問題の解決にあた りたい と

思 う。そしてさらに一歩進めて,中 日文化交流における相互の影響 を探究 し

たいと願っている。
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